
サ
ン
デ
ル
が
宗
教
の
授
業
を
す
る
と
ど
う
な
る
か
―
英
国
宗
教
科
の
新
展
開
― 

藤
原
聖
子 

宗
教
学
は
、
「
考
え
る
倫
理
」
教
育
（
特
に
「
市
民
性
教
育

c
itiz

e
n

s
h

ip
 
e
d

u
c
a

tio
n

」
の
中
等
・
高

等
教
育
で
の
実
践
）
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
宗

教
科
は
参
考
に
な
る
。
初
等
か
ら
中
等
教
育
ま
で
公
立
校
で
も
必
修
の
こ
の
教
科
は
、
発
端
は
キ
リ
ス
ト

教
宗
派
教
育
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
非
宗
派
化
し
、
公
民
教
育
に
近
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
特
定
宗
教

へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
弱
い
、「
無
宗
教
」
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
、
国
内
外
で
出
会
う
様
々

な
宗
教
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
と
い
う
点
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
の
宗
教
文
化
教
育
に
期
待
が
か
か
る

日
本
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
末
に
「
共
同
体
団
結c

o
m

m
u

n
ity

 c
o
h

e
s
io

n

」

を
推
進
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
急
速
に
市
民
性
教
育
化
し
て
い
る
。 

そ
の
市
民
性
教
育
化
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
多
文
化
主
義
教
育
の
限
界
（
へ
の
認
識
）
で
あ
る
。
一
九

八
〇
～
九
〇
年
代
の
多
文
化
主
義
政
策
の
下
、
宗
教
教
育
界
も
移
民
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
各
宗
教
を
尊

重
し
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
異
文
化
教
育
的
な
授
業
を
展
開
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
国
内
で
暴
動
や
ホ
ー
ム
・
グ
ロ
ウ
ン
・
テ
ロ
が
相
次
ぎ
、
二
〇
一

一
年
に
は
首
相
が
「
多
文
化
主
義
は
失
敗
だ
っ
た
」
と
宣
言
す
る
に
至
っ
た
。
も
と
よ
り
、
共
生
社
会
が

実
現
し
な
か
っ
た
原
因
に
、
教
育
は
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
る
か
は
議
論
・
検
証
の
余
地
が
あ
る
。
し
か

し
教
育
省
は
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
を
不
十
分
と
見
て
、「
共
同
体
団
結
」
の
推
進
を
義
務
づ
け
、
さ
ら
に
二

〇
一
四
年
に
は
、
移
民
二
世
の
若
者
が
続
々
と
Ｉ
Ｓ
に
向
か
う
と
い
う
現
象
を
前
に
、「
英
国
の
価
値
」
を

教
え
る
こ
と
も
義
務
づ
け
た
。
こ
れ
と
教
育
現
場
の
危
機
意
識
が
相
俟
っ
て
、
宗
教
教
育
の
市
民
性
教
育

的
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
互
い
の
宗
教
文
化
を
理
解
し
認
め
合
う
だ
け
で
は
社
会
の
分
断
は
修

復
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
共
通
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
社
会
に
主
体
的
に
参
加
し
、
議
論
し
、
協

力
し
あ
う
よ
う
な
実
践
的
教
育
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

日
本
の
現
在
の
市
民
性
教
育
論
で
は
、
そ
の
中
に
異
文
化
理
解
教
育
や
国
際
理
解
教
育
が
含
ま
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
科
で
の
実
践
を
見
る
限
り
、
市
民
性
教
育
と
し

て
の
宗
教
（
学
）
の
授
業
と
異
文
化
理
解
教
育
と
し
て
の
宗
教
（
学
）
の
授
業
は
必
ず
し
も
包
摂
関
係
に

は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
基
づ
く
理
論
的
枠
組
が
、
後
者
は
Ｃ
・
ギ
ア
ー
ツ
的
な
解
釈
学
的
人
類
学
（
Ｎ
・

ス
マ
ー
ト
の
宗
教
現
象
学
の
発
展
形
）
、
前
者
は
Ｍ
・
サ
ン
デ
ル
的
な
（
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
）
政
治
哲

学
・
道
徳
哲
学
、
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
授
業
形
態
と
し
て
は
、
市
民
性
教
育
型
の
代
表
的
な
も
の
は
、
①
各
宗
教
の
信
者
が
イ
ギ

リ
ス
社
会
で
直
面
す
る
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
信
者
を
支
援
す
る 

②
宗
教
を
社
会
的
な

問
題
の
解
決
に
役
立
た
せ
る 

③
社
会
的
・
倫
理
的
問
題
に
関
し
、
宗
教
者
・
界
の
意
見
を
入
れ
た
討
議

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
、
で
あ
る
。
そ
の
中
で
生
徒
は
、
信
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
さ
ら
に
他

者
の
宗
教
に
対
し
評
価
を
下
す
（
か
つ
て
の
人
類
学
で
は
考
え
ら
れ
な
い
）
こ
と
が
し
ば
し
ば
求
め
ら
れ

る
。
授
業
内
容
と
し
て
は
、
異
文
化
理
解
教
育
の
段
階
で
は
避
け
て
い
た
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
テ
ー
マ
（
「
宗

教
と
暴
力
」
な
ど
）
が
積
極
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
宗
教
学
的
観
点
か
ら
は
、
宗

教
観
・
概
念
に
も
大
き
な
変
化
が
見
て
と
れ
る
。
目
立
つ
の
は
「
公
共
の
福
利
に
役
立
つ
」
宗
教
の
側
面

が
強
調
さ
れ
る
傾
向
だ
が
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
異
文
化
理
解
教
育
型
で
は
宗
教
者
は
「
信
仰
を
様
々
な

象
徴
で
表
現
す
る
」
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
市
民
性
教
育
型
で
は
「
聖
典
・
教
会
等
々
の
権
威
を
根
拠
に
、

自
ら
適
切
な
倫
理
的
判
断
を
下
し
、
そ
れ
を
行
為
に
移
す
」
人
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
表
現
的
個
人

主
義
（
Ｒ
・
ベ
ラ
ー
）
の
時
代
の
後
に
公
共
宗
教
の
時
代
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
を
、
教
室
で
実
演
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
的
宗
教
観
を
公
教
育
が
広
め
る
こ
と
の
社
会
的

意
味
を
も
反
省
的
に
考
え
つ
つ
、
日
本
で
の
適
用
・
課
題
例
を
示
す
こ
と
が
役
割
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 


